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2005 年 12 月 

ITS Access ERP Demo 版 導入説明 
 

はじめに、本 Demo 版は、1 ユーザーでのご利用を想定しております。 
本導入の際は、複数ユーザー対応のプログラムを別途準備させて頂きます。 
あらかじめご了承ください。 
 

圧縮ファイル「demo.zip」を任意のフォルダーに解凍して下さい。 

 

 

解凍したフォルダの中の、「InvSys2.mde」をダブルクリックし起動します。 
 

 
 

初めて起動した際、データベースとのリンクが切れている為、上記のようなメッセージが出

る場合があります。 
OK を押して継続して下さい。 
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画面下部の「ファイルパス」の

部分を修正します。 
 

Demo 版では、上部のデータベ

ースタイプ及び、サーバー情報

は変更しないで下さい。 
 
 

パスを変更するには、 
このボタンを押します。 
 
 
 

【データベースファイル】 
データベースファイ

ルは、同じフォルダの

「Database.mdb」にな

ります。 
このファイルを選択

して、OK を押してく

ださい。 
 
 
 
 
 

【アイコンデータファイル】 
アイコンファイルは、

サブフォルダ「image」
を開き、その中の、

「Logo.bmp」を選択し

てOKを押してくださ

い。 
 

2 つのパスの選択が終

ったら、「保存」を押

して画面を終了して

ください。 
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保存を確認するメッセージが出た

ら、OK を押してメッセージ画面を

終了させます。 
 

その後、ログオン画面が表示されま

す。 
 

ユーザー   ： admin 
パスワード ： admin 

でログオンしてください。 
表示言語を変更したい場合は、「言語」のリストの中から選択してください。 
 

 

この状態が起動画面になります。 
上図メニューバーをクリックし、目的の画面を選択して下さい。 
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基本動作説明 

 

ほとんどの画面は、基本的に「参照モード」「変更モード」「追加モード」「新規入力モード」

の 4 つのモードから構成されています。 
 

各ボタンを押すことにより画面が切り替わり、現在どのモードに有るかの表示は、画面下の

ステータスバー（赤丸部分）に表示されます。 
 

また、メニューが業務の流れに沿って構成されていますので、上から順に操作して行くと、

一般的な業務の流れに沿う事ができ、各オーダーの進行状況は、状況コードとしてステータ

スを上げて行くことができます。 
 

各フィールドに於ける便利な機能 
 

日付フィールドをダブルクリックすると、カレンダーが起動しま

す。カレンダーの中の日付をマウスで選択し、[x]ボタンを押す

か、日付をダブルクリックすると、選択された日付が、日付フィ

ールドに入力されます。 
 
 
 

変更モードへ切換えます。 

新規入力モードへ切換えます。 

追加入力モードへ切換えます。 
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選択可能なコンボボックスでダブルクリックすると、コンボボックスのリストを編集したり、

項目を追加したり出来る「Parameter Setup」という画面が起動します。 
ここで項目を設定することで、即座にその項目がリストに反映されます。 
その他にも便利な機能が揃っています。まずはお試し下さい。 
 

 

この Demo 版には、「購買・仕入管理」「会計」及び MRP 機能は含まれておりません。 
基本的に機能制限はありませんが、一部帳票に、「DEMO」という文字が表示される場合があ

ります。また、製品版に有る機能でも、Demo 版には採用されていない機能もあります。 
 

尚、Demo 版では予期しないバグ、もしくはエラーが発生する場合があります。 
あくまでも試用版としての扱いとし、ご配慮いただけますよう宜しくお願いします。 
Demo 版ソフトウェアのバージョンは、無断で変更される場合があります。 
ご了承下さい。 
 

導入をご検討のお客様は、導入に当たり、Domo 版に無い機能や、変更したい点など有りまし

たら、お気軽に弊社までご連絡下さい。 
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